
学生ボラ
ンティア実施地域活動内容実施期間分類

(教員１名)富山

SDG‘ｓチャレンジ 夏ボラ! 小学生自然体験学習支援ボランティア in南房総市
(小学生向け夏休み特別企画 磯遊び 体験支援 、南房総市里山体験拠点の周辺整備
と生態観察、体験メニュー企画づくり、丸山川水辺の生きもの観察会ほか）
※富山地域づくり協議会ふらっと／みねおかいきいき館
※学生応募状況を鑑み学生ボランティアは中止

8/6
(1日間)ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア【
現
地
】

7名千倉/丸山
SDG‘ｓチャレンジ冬ボラ！食・農・防災にまつわるイベントサポートin南房総市
(丸山農業まつり※設営撤収・運営補助 /峰岡牧の遊歩道整備ほか)
※丸山農業まつり実行委員会／南房総防災研究会

1/17～19
(3日間)

7名白浜/千倉/
和田/丸山

SDG‘ｓチャレンジ春ボラ！ウォーキングイベントサポートin南房総市
(南房総フラワーマーチの会場設営撤収、運営補助、南房総市花畑再生プロジェク
ト管理圃場の草刈りほか)
※南房総フラワーマーチ実行委員会／南房総市花畑再生プロジェクト協議会

2/14～16
(3日間)

14名全5地域現地活動30h/人×14名＝累積420h、４団体の応援活動計7日間

ボラン
ティア実施地域活動内容実施期間分

類

放送
研究
部

学生
５名

三芳
＋

習志野
・

津田沼

●「まほろば夢楽まつり」映像作品の制作【遠隔】～前年度からの継続～
内 容：「まつり編」と「インタビュー編」の２部構成の作品制作にむけ

た編集 / 定例会議(月１回) /メンバー会議(随時)ほか
●「まほろば夢楽まつり」の映像放映【現地】

日 時：令和７年５月２日 場 所：南房総市役所三芳分庁舎
内 容：地域づくり協議会のメンバーを中心とした関係者に放映

●千葉工業大学文化の祭典【学内】
日 時：令和７年５月11日 場 所：千葉工業大学津田沼校舎
内 容：文化祭の一般来場者むけに放送研究部ブースにて放映

４月
～5月

(２ケ月)

現
地+ 

遠
隔

プ
ロ
ボ
ノ
【
現
地+

遠
隔
】

教員
１名千倉●令和９年白間津オオマチ（大祭）実行委員会 １～３回９月

～２月
現
地

非常時に

備える

平時を

補う（支える）

サポーター
ローリングストック

平時を支え，非常時に備える

南房総市でのボランティアを希望する在学中の
学生やボランティアOBOGのデータベース

必要に応じて日頃から
ボランティアに応援をお願いする

【自治体版】つぎ足す
「仮）ボランティアデータベース」

にボランティアOBOG登録者をつぎ足す
（大学卒業生分を足す）

卒業
ボランティア

OBOG

災害サポター
（予備群）

令和元年房総半島台
風の経験を活かして

表２ 地域の担い手に対するプロボノ応援（2025）

表 1 地域の担い手に対する合宿ボランティア応援（2025）

図 1　サポーターローリングストック【自治体版】の概念図 写真 5 ～ 6 学生むけ防災教育とチームで働く力の養成を兼ねた体験

写真 1 ～２( 上段 )　冬ボラ！食・農・防災にまつわるイベントサポート in 南房総市の様子
写真３～４( 下段 )　春ボラ！ウォーキングイベントサポート in 南房総市の様子
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ロボノを実施した（表 2）。この取り組みについては，大学の単位取
得等に関係なく，地域ニーズに対応できる有志メンバーで取り組ま
れた。ここでは期間も定めず，あくまでもニーズに答える成果を達
成することがミッションとなる。本年度の現地の応援団体（担い手）
としては，まほろば夢楽まつりの映像作品の上映関連で地域づくり協議
会みよしを，白間津大祭関係で白間津大祭実行員会を対象としている。

（２）非常時に備えた人材育成　～３つの工夫～
　地域と大学関係人口が関係性の階段をのぼり，「平時をささえ非
常時の備え」として期待できるまでになる（ファンからサポーターに
なる）ためには，現地でボランティア活動をするだけではこと足りず，
学生らが地域や市民活動への想い（関心）を高め，かつ自ら地域コ
ミュニティや市民団体，行政との結びつき（関与）を高める，もしく
はできると思うきっかけづくりが重要となる。そこで本プログラムは
これまで以下の取り組みを絡めながら現地活動を実施した。
a. 地域の魅力にも触れてもらいまずは南房総のファンなってもらう工夫
　まずは期間中，学生ボランティアにできるだけ南房総の自然やひ
となどの魅力に触れてもらい南房総のファンなってもらうことを意識
した機会づくりに取り組む。次に，活動に先立ち，南房総市での
地域活動（暮らし）や農業（生業）の実状を知ってもらい，地域の
ヒトへの共感を促すような機会を設けた。そして活動ではその後の

地域や市民活動への「想い」の強さを左右する「褒められる」「役に
立つ」実感を，プロボノではそれらに加えて「期待される」「必要と
される」実感を得られるような場づくりを心掛けた。
b. 学生むけ防災教育　
　災害時に地域の担い手の役割を補完できる大学関係人口を育成
するには，市内で防災・減災に関わる活動をしている団体の考え方
に触れ，応援活動等を通じてその意図への理解を深めることが重
要である。本年度は，それを踏まえて以下のプログラムを現地応援
活動と絡めて企画し実施した。
=R7 活動 =
・１月 防災研究会「地域水道学習会＆意見交換会」への学生参加
・１月 農業まつりでの防災・減災啓発活動に絡めた地域づく協議会
　　  まるやま 防災部会「セーフティまるやま」の支援     （写真 5,6）
　防災研究会「地域水道学習会＆意見交換会」では，NPO よる地
域水道支援活動の紹介や地元自主防災組織より南房総市大井水道
の「水問題」の解説，現場視察と参加者との意見交換へ学生が参
加した。その結果，参加学生の７人中６人は，「少し意識が向上し
た」「5.すごく意識が向上した」ことが確認された。よって，今回の
ような講座や意見交換の機会は内容に偏りが見受けられたものの概
ね学生の防災意識を向上させることが明かになった。また本年度は，

１. 背景・目的
　南房総市では，2019 年の令和元年房総半島台風をはじめ，近
年の災害を通じて「平時に築かれた人と人との関係性」が，非常時
の被害軽減に直結することが改めて浮き彫りになった。とりわけ千
葉工業大学との協働では，それまでのボランティア活動や実習，研
究活動で育まれてきた信頼関係が，復旧・復興の現場で新たな力と
して機能した。
　この経験を踏まえ，本プロジェクト（以下 PJ）は 2020 年より，「ボ
ランティアを通じて生まれる地域と学生の関係性」を “地域の資源”
として再定義し，その関係性を平時の地域活動のサポーターとして，
また災害時の担い手不足を補う力として活かす取り組みを続けてき
た。そして 2024 年度からは，地域側がその関係性を平時から “蓄
え（ストック）”，継続的に “育て（つぎ足し）”，非常時に備えるとい
う新たな考え方を「サポーターローリングストック ( 以下 サポーター
Ｒ . Ｓ . と略す )」として独自に提示（図１）。この概念を軸に持続可
能な仕組みづくりを本格的にスタートさせた。
　本年度は，その仕組みの基盤構築を主な目的とし，以下の３つ
の側面から取り組みを進めた。
①平時の地域活動の応援

「市民活動」「地域産業」「防災教育」など，担い手不足が深刻な
分野において，ボランティアやプロボノを通じて現地団体の活動継
続や新たな事業展開を支援し，その成果を確認。
② 非常時に備えた人材育成

現地での実践を通じて，災害時に復旧・復興の地域の担い手の役
割を補完できる大学関係人口を育成するとともに，プログラムの有
効性を検証。
③ 持続可能な仕組みづくり
　大学のボランティア単位認定制度を組み込んだ効果的な仕組みの
構築を試み，課題整理と改善策を検証。
　
２. 活動内容

（１）平時の地域活動応援
 本年度は関係者からの要請により「メンバーの高齢化や減少」など
担い手の課題に直面している各団体に対して学生チームによる現地
活動応援を行った（表１）。
a. 合宿・週末『ボランティア』【全学部共通／選択必須教養科目対応】
　現地での当ボランティア活動は，千葉工大の「社会貢献の意義
を理解し，実社会が求める人間力を涵養することを目的とした「ボ
ランティア科目単位履修制度」と連携した取り組みで，現地活動
30h/人を，長期休暇（夏期・春季）や週末休暇を利用して，市内
に滞在しながら，２～４学科所属の横断的なメンバー５人程度から
なるチームで行う活動である。限られた期間内で，集中して現地側
のニーズを達成するのがミッションとなる。今回現地で応援したの
は，農業まつりについては３年目，フラワーマーチについては１０年
目になり，両取り組みが恒例の現地応援活動として定着しつつある。
またそれに伴って運営組織（実行委員会や各種事業者，NPO など）
と大学との顔のみえる関係性が築かれつつある。
b. 『プロボノ』スチューデント【ｻｰｸﾙ等学外地域貢献活動（単位認定なし）】　
　専門的な知識や経験を活かしてボランティアで地域貢献をするプ
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　域学協働の工夫！
★市民活動・コミュニティ活動の再始動応援では，プル型の市民活動応援だけではなく，時にはプッシュ型の市民活動応援も
★大学関係人口を地域ニーズや地域の活動団体へと導く関係案内所としての可能性を秘めた地域づくり協議会と大学との新たな広域連携の関係づくり
★学生にはボランティア以降地域への「関わりしろ」を見つけるうえでのヒントを地域側より提供してもらい，地域や団体・人との関係性の階段を上っていくう
　えでの具体的な方法（貢献形態，学内カリュキュラム）も紹介

関係人口を
育 て る
【市民活動支援】

2025

地域の新たな担い手育成プロジェクト

  実施者
 ≪実施者≫           産学協働地域活力創造事業　地域コーディネーター 青木 秀幸 ( 千葉工業大学非常勤講師，合同会社いいもんだ )

　　a. 合宿ボランティア : 千葉工業大学 工学部 情報通信システム工学科、先端材料工学科 / 先進工学部 未来ロボテクス
                                       学科／情報科学部　情報工学科／情報変革学部 情報工学科／社会システム科学部 金融・経営
                                       リスク科学科から　計５学部 6 学科から計 14 名の学生
 　   b. プロボノ: 千葉工業大学放送研究会５名

≪協働パートナー≫ 【行　政】南房総市 市民生活部 市民課 （市民協働Ｇ、富山・丸山・三芳地域センター），観光プロモーション課、商工課，
                                           企画財政課、教育委員会，富山小学校　	 　　　
                          【企業等】みねおかいきいき館　＊実施サポート 千葉工業大学新習志野・津田沼学生担当　

　	            【市民団体等】各地区の地域づくり協議会（富山、三芳、丸山、白浜），丸山農業まつり実行委員会，フラワーマーチ実行  
                                             委員会，防災技術研究会，南房総市社会福祉協議会、白間津大祭実行委員会、南房総市花畑再生プロ
                                            ジェクト協議会ほか

- 平時を支え非常時に備える『サポーターローリングストック』のしくみづくり-

* もともと「ローリングストック」 とは， 普段の食品を少し多めに買い置きしておき， 賞味期
限を考えて古いものから消費し，消費した分を買い足すことで， 常に一定量の食品が家
庭で備蓄されている状態を保つための方法を意味する。ここでは，食品を「サポーター
人材との関係」におきかえた災害への備えの取り組みを差す。造語。



顕在層潜在層2025
共 有
Share

行 動
Action

検 索
Search

関 心
Interest

認 知
Attention

『南房総市でのﾎﾞﾗﾝﾃｨ
ｱ等ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを…』

感想をシェアし
ていない
→感想等をシェ

アする

問い合わせない，
応募しない
→まずは問い合わせる
→応募する

気になる
→検索する

知っている
→気になる

知らない
→知っている

【 学 生 】
本 PJ が 目 指 す
状 態 の 変 化

南房総市での体験
に対する満足度や
感想を共有したく
なる工夫を行う

ｽﾑｰｽﾞに応募，書類
のやり取り等がで
きるように誘導す
る（応募～計画書
提出までのﾘｰﾄﾞﾀｲﾑ
を短くする）

工大生の検索ｴﾝｼﾞﾝ
による検索結果に
おいても，上位表
示されるような対
策をうつ

学習支援ｼｽﾃﾑの掲
示板等で「南房総
市での学生ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ
のｲﾒｰｼﾞ」を分かり
やすく伝える

できるだけ多くの
見込み学生（科目
履修者，全体ｶﾞｲﾀﾞ
ﾝｽ受講者）に情報
が伝わるように発
信する

【学生⇔南房総市】
コミュニケー
シ ョ ン 目 標

●後輩にむけた
メッセージ依頼

●応募フォーム
●HP「概要」●HP「体験談」●manaba掲示版

の特別表示

【 本 P J 】

新たな取組
と学生から
の評価
（Ｒ7）

・ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの感想・
風景を簡単に投
稿できるﾁｬﾝﾈﾙが
ない（webﾌｫｰﾑ、
SNS）

・発信もﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ
・これからは動画

・事前に不安を解
消でき、気軽に
問い合わせがで
きる方法がない

（例.chatbotや
Q&Aページ)

・電話やメールで
の問い合わせは
ﾊｰﾄﾞﾙが髙い

・manaba以外の一
般の検索ｴﾝｼﾞﾝを
使った検索で
見つけてもらい
易い情報発信

（例.XやInstagram
やSNS）

・「体験談」欄ま
での導線が悪く
見逃す人

（ｽｸﾛｰﾙして
まで見ない）

・文字より動画
・現地関係者目線
の感想や呼びか
けも大切

・ﾀｲﾄﾙ制限8字
・ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ募集情報
は見に行かない
と獲得できない

（偶然に目にしな
い）

・科目登録前、未
登録学生にも関
心層あり

あらたな取組

新たな
問題提起>>

視点２ 視点１

令和７年度

表 3　AISAS 理論にもとづく学生ボランティアの行動モデルと新たな取組と学生からの評価

図２ 　logo ホームを使った「Ｗｅｂ応募フォーム」の作成　

図 7 「概要」欄と「体験談」欄の改善方針（KPT のフレームワークより）　

図 4  南房総ボランティア HP 
         「概要」欄（左）　
図 5  南房総ボランティア HP 
         「体験談」欄（下）　

図３　参加学生による「Ｗｅｂ応募フォーム」の使いやすさ評価

図６　参加学生による「体験談」欄の評価

千葉工業大学（ボラ
ンティア科）の制度
をからめた手続き
（応募から単位申請
まで）の流れを解説

南房総市でのボラン
ティアの実施環境を
紹介

『概要』ページ

5.非常に参考になった
8%

4.参考になった
34% 3.どちらとも言えない

0%

2.あまり参考にならなかった
0%

1.全く参考にならなかった
0%

0.みていなかった
58%

n=14

それはどのような面で？

・過去の参加者の体験談からより詳細なボラン
ティア内容を知ることができた。

・どのような作業をしているのか写真などで見る
ことができた。

・存在を知らなかった。

5.非常に使いやすかった
62%

4.まあまあ使いやす
かった
23%

3.どちらともいえない
15%

2.あまり使いやすくなかった
0%

1.全く使いやすくなかった
0%

n=14

それはどのような点で？

・ＱＲコードから応募フォームにアクセスできた
ので申し込みが楽であった。また応募フォーム
の記述中に迷うことがなかった。

・大学のアンケートなどと近くて使いやすかった。
・情報の一時保存ができなかった。

千葉工業大学
ボランティア
OB、OGの「体
験談」を掲載

※受け入れプログ
ラムごとに

過去の現地
活動の様子

※受け入れプログ
ラムごとに

『体験談』ページ

Try【新たに挑戦したいこと】Keep【継続すべきこと】

（良かったことをさらに良くするには？）

→「後輩へのメッセージ」を紹介
（成長できたこと、おすすめの理由、こころか

まえほか）

（その問題を解決するには？）

＊前提：公式HP作成にあたっての基本ルールに従う

→１記事／１ページで「概要欄」と「募集欄」
「体験談」とのページをわける

→ページ内リンクを上手に利用する

=南房総市ボランティアホームページ=
①「概要」欄

千葉工大「ボランティア科目」単位申請の手続きや提出
書類について図表で分かりやすく紹介

②「体験談」欄
雰囲気を知ることができる、作業内容を理解できる

Problem【改善すべきこと】 （考えられる原因）

（市の公式HP作
成にあたっての

基本ルール）

=南房総市ボランティアホームページ=
①「体験談」欄
・ページ内の表示位置が「概要」欄
「募集欄」と同ページ内下部にあり見

つけにくい。
・スクロールしないと「体験談」欄に

辿り着けない。
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防災の基礎的な知識，特に家庭や地域での備蓄について，応援し
ながら学ぶべく「行政機関の実施する備蓄品試食体験」の取り組み
や，「イベントでの防災啓蒙活動」，「自主防災組織の平時取り組み
や非常時での取り組み」に触れられる機会を盛り込んでいる。
c. 社会人基礎力（特にチームで働く力）の養成　
　平時や災害時における現場での市民活動は，いずれもチームでの
活動が基本となり，多様なメンバーや協働パートナーとともに目標
にむけて協力する力（チームで働く力）が重要となる。本ボランティ
アプログラムでは，社会人基礎力養成の一環として「チームで働く力

（社会基礎力の１つの柱）」の養成に力を入れた。実施にあたっては，
市内のボランティア活動は原則複数の学科に所属する学生チームで
活動することや活動の前後途中では昨年度開発した「社会人基礎力
診断・成長シート」を活用してメタ認知を促す機会を設けることな
ど点を工夫しながら行った。

（３）持続可能な仕組みづくり　
　本 PJ では，2024 年度よりﾎ ﾗ゙ﾝﾃｨｱ等を通じた大学関係人口と地
域側がその関係性を平時から “蓄え（ストック）”，継続的に “育て（つ
ぎ足し）”，非常時に備えるという「サポーター R.S.」の概念を軸に
した持続可能な仕組みづくりの方針を検討してきた。本年度はその
しくみづくりの具体的な取り組みとして「学生ボランティアの対流促
進」と「人材バンク」の２つの側面からすすめた。
a.「学生ボランティアの対流促進」しくみづくり
= Ｒ７活動 =
・６～７月 logo ホームを使ったボランティア申し込みのための
　　　　　「Ｗｅｂ応募フォーム」の作成
・10 ～ 11 月 「南房総ボランティアＨＰ」（千葉工大版）の制作
・1 ～２月 学生による評価，改善アイデアワークショップの実施
　サポーター R.S. をしくみとして実装して行くためには，毎年一定
数の学生ボランティアが大学と南房総市を往来すことが関係性（ス
トック）を更新するうえでも重要である。そこで本ＰＪではボランティ

時の地域のバックアップ人材確保を期待するものでないこと，から
サポーター R.S.で蓄積される登録情報を包含するものでないこと
が明かとなった。しかし意見交換を通して，社会福祉協議会のボラ
ンティア担当は「（サポーター R.S. と）社協とも連携することで，平
時からの地域貢献と災害時のボランティアセンター立ち上げ等の際
の運営人材確保の両立とさらなる拡がりが期待できる。」「社協とし
ても，災害時の「内部ボランティア」（運営サポートなど）の募集に
おいては，サポーター R.S. データベースと連携して，学生ボランティ
ア募集をしたい。」旨を確認するに至っている。

３. 成果と課題
(1) 地域貢献面
・本年度は市内 4 団体（うち 3 つは実行委員会と協議会）へ 14 名

の学生が，累積 420 時間分（30h × 14 人）の現地活動と事業
継続をサポートした。

・平時の地域活動の応援活動については，パートナー団体に概ね満
足してもらえた。高齢者中心の催しにおける支援活動では，学生
ならではの役割やその効果について好評で，幾つかの団体からは
早速次年度の協力要請もあった。

・参加学生の 86% は，南房総市が自然災害で被災するなど不測の
事態に見舞われた際にボランティアやプロボノへの協力要請の通
知を地域側から受けること（在学中）を許諾するまでに至った。
そしてその通知可能期間は，参加学生が１～３年生の学生である
ことを踏まえると残りの在学期間にあたる１～４年間となる。また
参加学生の中には館山や君津在住の学生もいた。つまり本年度の
取り組みを通じて地域には，不測の事態にむけて今後 1 ～４年間，
新たにバックアップ人材として期待できる関係人口（近隣在住の
学生も含む）を獲得できたとも言える。

・人材育成面では，市の担当職員にも本プログラムの企画～運用，

ア単位認定制度を組み込む形でボランティアツアーを企画してきた。
　その上で昨年はボランティア募集～応募，実施まで現状としてど
のような課題があるのかを「AISAS」理論にもとづくフレーミングで
整理した（表３）。本年度は，その中から代表的な「応募の手続き
開始から手続き完了までのリードタイムが長い」「応募に至るまでの
判断材料が少ない」といった課題に対し，その改善策として「Web
応募フォームの設置」と「南房総市ボランティア HP（簡易版）」を
作成し実装した。その上で参加学生１４名に実際に使用感を評価し
てもらい効果を検証した。その結果，応募フォームについては，「5. 非
常に使いやすかった」「４. まあまあ使いやすかった」で 85% にも及
び髙い効果が確認できた（図 3）。一方，「南房総ボランティアＨＰ」
内の大学の単位認定制度の手続き「概要」や「OBOG の体験談」
については，「参考になった」学生と「みていない」学生とに大分さ
れた（図 4）。「みていない」学生の理由としては，「存在を知らなかっ
た」など情報に辿り着いてないケースが散見され，対策が求められ
た。また使用感の評価と併せて，改善アイデアワークショップを実
施しており，学生目線での運用アイデアとともに新たな問題意識が
提起された。これらはいずれも今後の持続可能なしくみづくりの方
向性を定めるうえでの一助となるものと考えられた ( 図７)。
ｂ . 非常時に備えて「関係性を継続する」人材バンク（本ＰＪでは『絆
　  バンク』と仮に称す）の運用にむけた実現可能性の検討
= Ｒ７活動 =
・６月 南房総市社会福祉協議会「ボランティア登録制度」について
　　　のヒヤリング調査とサポーター R.S. についての意見交換
・１月～２月 参加学生への絆バンクへの登録意思確認
　本年度は，サポーター R.S. の考えに基づいて管理される絆バン
クの効率的な管理運用法を市内の既存ボランティア登録制度との連
携可能性を探るべく，６月に市内にある既存のボランティア登録制
度についてのヒヤリングを実施した。その結果，当該登録制度は「対
象が市内で活動したい個人・団体」向けであること，必ずしも災害

データ管理の一翼を担ってもらうことで，学生を対象としたボラン
ティアマネージメントやサポーターローリングストックの考え方に
ついて理解を深めてもらい，技術を高めてもらうことができた。

(2) 教育・研究面
・今回の合宿ボランティアも，5 学部６学科からの参加が叶うなど

垣根が低く間口の広いプログラムとなった。また大学に寄せられ
るボランティア募集において単位認定に必要な規定時間３０時間
以上のまとまった時間が設定されたプログラムが不足するなか，
本プログラムが中規模レベルの受け皿としての役割を果たせたこ
とも，教育面の成果につながったと言える。

・ アンケート調査によると参加した学生の満足度は総じて高く，「受
　け入れ先の対応」が良かったことからはじまり，「地域の役に立て
　た実感」が大きかったことや「学科を超えた学生間交流」，「自己
　成長」の要因も大きかったと考えられる。
・ 本年度のしくみづくりとして新たに取り組んだ「南房総ボランティ

アについての簡易ＨＰの制作と公開」については，そこから得ら
れる情報が学生の応募にむけた判断材料になるなど一定効果が
あったことが後のヒヤリングより確認された。その一方で１ページ
内の情報掲載量が多すぎること，ページ内の最下部の掲載情報
は読まれていない，などページのレイアウトについての課題も明
かになり，次年度にむけた修正点も整理することができた。　

・また，ボランティア募集～応募までの市担当窓口と学生との応募
の手続きや煩雑な関係書類のやり取りを，これまでのメールでの
やり取りから「Web フォーム形式」（Web 上で選択肢をクリック
したり文字を入力したりす方式）に変更した結果，参加学生から
は「メールより慣れていて使いやすい方法」と好評を得た。併せ
て市側も応募者情報や書類管理の面で効率化がすすむなど効果
が確認された。
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* AISAS とは，　2004 年に民間企業が提唱したマーケティング理論の 1 つで，　消費者が商品やサービスの選定・利用に至る行動について，　ある一定のパターンとして整理したモデルで体
系化されたもの。AISAS はそれぞれ「Attention（注意）」，　「Interest（関心）」，　「Search（検索）」，　「Action（行動）」，　「Share（共有）」の 5 つの頭文字を取っており，　インターネット
やスマホ等の端末が充実して消費者が能動的な検索 (Search) と共有 (Share) をおこなうようになったことを考慮したところが特徴となる。

＊表彰・マスコミ掲載など
・令和 7 年度 市町村と市民活動団体との連携促進事業に係るアドバイザー派遣活用事業（千葉県），八街市　令和７年度協働のまちづくり職員研修会・第２回区長会勉強会「講演　　
　協働（コラボ）のパートナーとしての地域と行政」 と「ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ＆ﾌｧｼﾘﾃｰｼｮﾝ：区加入者応援店事業の取組みをさらに拡大しよう」を担当，2025.9.25　
・令和 7 年度 市町村と市民活動団体との連携促進事業に係るアドバイザー派遣活用事業（千葉県），茂原市　まちびとカフェ特別編「講演：私たちのまちは、 私たちの手で - 現場 
　のリアルと協働の進め方のヒントを探る」，「ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ＆ﾌｧｼﾘﾃｰｼｮﾝ：自分たちの協働事業をステップアップさせましょう！（協働診断・協働戦略立案）」を担当，2025.12.19


